
千葉市美術館の展覧会のお知らせ

岡山県立美術館所蔵

雪舟と水墨画
Masterpieces of Ink Painting from the Okayama Prefectural Museum of Art

色彩を超えた墨の美しさ 和漢の水墨画 600年の流れ

重要文化財
「山水図（倣玉澗）」 雪舟等楊
室町時代　岡山県立美術館蔵

2008年12月20日(土)~2009年１月25日(日)

千葉市美術館　７階展示室

10：00―18：00（毎週金・土曜日は 20：00まで）

＊入館受付は閉館の 30分前まで

年末年始 (12月29日~1月3日)

第 1月曜日（１月５日）

一般 800円（640円）

高校・大学生 560円（450円）

小・中学生無料

＊（　）内は団体 30人以上・前売料金および、市内在住 60才以上の方

＊前売券は千葉市美術館ミュージアムショップ (12月14日まで）、千葉都市

モノレール「千葉駅」「千葉みなと駅」「都賀駅」「千城台駅」の窓口（１月25日ま

で）にて販売

千葉市美術館・岡山県立美術館

会 期

会 場

開館時間

休 館 日

観 覧 料

主 催

展覧会について
　中国大陸に起こり、日本でも発展を遂げた水墨画。モノクロームのな
かに、時には色彩を超えた世界が広がります。岡山は日本における水墨
画の巨匠雪舟の故郷であることから、岡山県立美術館では水墨画の展示
を方針の一つとし、水墨画の名品を収集してきました。中国宋代、日本
中世にまで遡る水墨画の大コレクションはとても貴重なものです。
　 今回は岡山県立美術館の全面的な協力を得て、中国宋代の牧谿、玉澗
から、室町時代の雪舟、江戸時代の宮本武蔵、浦上玉堂、そして明治の
富岡鉄斎に至るまでの名品66点をご出品いただき、600年以上にわたる
水墨画の世界をお楽しみいただきます。

「老子図」牧谿　13世紀
岡山県立美術館蔵



関連イベント 
◎講演会「岡山県立美術館　水墨画コレクション」

2009年1月17日（土）14：00より 11階講堂にて
先着150名／聴講無料
講師 : 守安收 ( 岡山県立美術館参与 ) 

◎市民美術講座「地方画家と都、都の画家と地方」
2009年1月10日（土）14：00より 11階講堂にて
先着150名／聴講無料
講師 : 伊藤紫織 ( 千葉市美術館学芸員 ) 

◎ギャラリートーク
担当学芸員：12月24日(水)・2009年1月４日(日) 14:00より
ボランティアスタッフ：会期中毎週水曜日 (12月24日を除く ) 
14:00 より
チケットをお持ちの上、７階展示室入口にお集まりください。

＊本資料に掲載しております写真は報道用写真としてお使いいた
だけます。
お問い合せおよび報道用写真のご請求は：
 千葉市美術館　学芸課　伊藤紫織　sito@ccma-net.jp
 〒 260-8733　千葉市中央区中央 3-10-8　
 TEL. 043-221-2313　FAX. 043-221-2316
　　　　http://www.ccma-net.jp
　　　　＊美術館の電話番号を掲載する場合は 043-221-2311

同時開催
◎「カラーズ 色彩のよろこび」
　　2008年12月20日（土）→2009年1月25日（日）８階展示室にて
　　「雪舟と水墨画」をご観覧のかたは無料。

交通案内
◎ JR千葉駅東口より徒歩約 15分
千葉都市モノレール県庁前方面行「葭川(よしかわ）公園駅」下車徒歩 5分、バスのりば７より大学病院行
または南矢作行にて「中央3丁目」下車徒歩 2分

◎京成千葉中央駅東口より徒歩約 10分
◎東京方面から車では、京葉道路または東関東自動車道で宮野木ジャンクションから木更津方面へ。貝塚 IC下車。
　国道 51号を千葉市街方面へ約3km。広小路交差点近く。
◎地下に駐車場があります

「山澗読易図」　浦上玉堂　江戸時代
岡山県立美術館蔵

重要文化財
「廬山図」 玉澗　13世紀　岡山県立美術館蔵


